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概  要 

 
 
 

 
塩害などで損傷を受けたコンクリート構造物の剥離をはつり落とし，除去した部分を修復する断面修復工法の鉄筋ケ

レンでは，鉄筋に付着したモルタルおよび錆を除去する必要がある．一般的にケレンでは，サンドブラスト，ジェット
タガネやカップブラシなどが用いられているが，ジェットタガネおよびサンドブラストは使用する際の騒音や粉塵など
が問題となる場合がある．また，作業には多くの時間を要し，狭隘な空間での作業であることから，作業従事者には苦
渋作業となっている． 
そこで，筆者らは，騒音および粉塵を低減するケレン方法としてレーザ照射によるケレンに着目した．レーザ照射に

より鉄筋に付着したモルタルを除去できれば，断面修復を施工する際の作業環境が改善されると考えられる．本報告で
は，鉄筋に付着したモルタルの除去について，レーザの照射条件などを要因とした基礎的な検討を実施した後，実構造
物を模擬したモックアップ試験体を用いて，カップブラシを併用した場合の効率的なレーザ照射条件について検討した
内容について報告する． 
 

成  果 
 
 
 

 

 母材モルタルに珪砂を使用した場合，石灰砂を使用した場合と比較してレーザ照射単体による除去率が小さくなっ

たが，ワイヤブラシによるケレン後の除去率は珪砂の方が大きくなった． 
 母材モルタルがガラス化することで，後工程での物理的な除去が容易となった． 
 レーザの照射時間が同じ場合，照射速度と除去率に明確な関係は確認されなかった． 
 レーザ照射時間の増加に伴い，カップブラシの作業時間は短くなった． 
 本実験の照射条件では，ケレン作業時間（照射とカップブラシ作業時間の合計時間）が最も短くなるレーザ照射時

間は60，120sであった． 
 

 
 
 

 
 

 

 

図－１ モックアップ試験体および照射範囲 
 

図－２ ケレン作業時間と照射時間の関係 
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